

































べき指針をわかりやすく表現したもの」としており，2006 年 9 月に制定された後に，2008 年
10 月と 2015 年 9 月に改訂されている
2）
。
本行動基準は，「総則」，「第 1 章 事業活動について」，「第 2 章 会社と社会との関係について」，
























































































社業務に関して，“ 外部認証機関による ISO14001 第三者認証”を取得しています。
また，次のプレスリリースは，太陽光発電を始めとする島精機の品質・環境改善のためのノ
ウハウを結集して建設した最新鋭の工場と生産設備の概要を示すものである。

















・ 従来工場の床面よりも 20cm 高い床面を確保。さらには，各扉に 50cm の防潮扉を
完備し，西側水路沿いに設置した擁壁とともに水路からの水の浸入を防ぐよう計画。
・ 建設にあたっては，建設地の木々をすべて工場敷地内に移植し，環境にも配慮。全






・太陽光発電設備　京セラ株式会社製　出力 220kW（発電パネル 1,000 枚）
・ 出荷部テント膜キャノピー 657.4㎡　酸化チタン光触媒による半永久的な汚れ防止
および紫外線遮断機能。













　SHIMA SEIKI は，緑化に積極的に取り組み，約 16 万平方メートルある敷地の約 30%
以上を緑地とし，15,000 本の木々を植樹して CO2 低減に寄与しています。こうした総合
































































平成 20 年 3 月 31 日
『ニット・ミュージアム』オープンのお知らせ
このたび弊社では，予てより和歌山市内の市街地活性化の核として和島興産株式会社が
進めてきた『フォルテ ワジマ』（和歌山市本町 2 丁目 1 番地）内に『ニット・ミュージア











































































2016 年　第 14 回　SHIMA SEIKI CUP
「SHIMA SEIKI CUP」大会組織
共同主催　JSAF 加盟団体外洋内海，和歌山県セーリング連盟










IRC クラス　11 月 5 日（土）　〜　11 月 6 日（日）
和歌浦セーリングフェスティバル　11 月 6 日（日） 
公式パーティ ･ 表彰式
SHIMA SEIKI CUP ウエルカムパーティ




11 月 6 日（日）17：00 〜
会場：和歌山マリーナシティヨット倶楽部（2 階 レセプションホール）
大会事務局，レース本部 











　2009 年に誕生したクラシックスポーツカーの春の祭典「La Festa Primavera」は，日













































































































































































































































































































































思うんですけど。5 年ごとに行事をやってますけれども，私が入社したのが 33 年





めたんですね。ですからビッグホエールで 40 年をして，45 周年ではこのお庭でやっ
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A Study on the CSR Activities of Corporation Learning from  
the Experience of Shima Seiki
Akira ODA, Kanako KOTAKA
Abstract
Shima Seiki Mfg., Ltd. is a leading manufacturer of computerized flatbed knitting 
machines and related design systems and has its main office and factory in Wakayama 
City, Japan. Mr. Masahiro Shima, its current president, started the business. In the textile 
machine boom during Japan’s high growth period, the company surpassed its competitors 
with its automation technology and the high quality and performance of its products. 
Despite the negative impact of the oil shock, it became one of Japan’s top three companies 
in ten years and one of the world’s top companies in twenty years after starting up through 
the successful development of mass-produced computerized machines and comprehensive 
design systems. This article attempts to describe how Shima Seiki’s CSR activities 
developed and contributed to its various stakeholders in the industry and local 
community.
